
金
揮
官
蹟
志
巻
廿
一

瑠
璃
・
歌
舞
伎
類
を
般
禁
せ
ら
れ
し
後
、
再
び
金
海
市
中
に
て
芝
居

奥
行
の
起
り
し
初
め
た
り
と
い
へ
り
。
俳
優
僻
飽
に
、
金
津
寅
久
寺
河

原
と
い
ふ
所
に
沿
い
て
‘
営
町
の
も
の
手
臨
り
興
行
設
す
慮
、
川
上

新
町
は
場
所
柄
あ
し
く
、
艇
き
者
共
渡
世
も
た
し
難
き
に
付
き
、
寅

久
寺
の
手
周
り
を
止
め
さ
せ
、
文
化
十
二
年
五
月
右
川
上
新
町
に
芝

居
小
屋
を
新
民
建
て
J
ニ
枇
の
芝
居
も
‘
三
位
紳
主
へ
一
自
民
銭
四
貫

五
百
文
渡
し
被
v
下
、
芝
居
の
願
買
上
げ
に
相
成
り
た
り
。
と
あ
り
。

右
質
久
寺
河
原
の
芝
居
手
躍
と
い
ふ
も
の
、
卸
ち
延
命
院
の
う
し
る

た
る
河
原
の
芝
居
小
屋
を
い
へ
り
。
但
し
文
化
十
二
年
五
月
と
あ
る

は
、
文
政
二
年
五
月
の
誤
り
左
ら
ん
か
。
延
命
院
の
後
目
地
た
る
芝
居

は
、
文
政
二
年
五
月
よ
り
川
上
新
町
民
芝
居
小
屋
を
建
て
興
行
す
る

庭
.
迫
々
一
繁
昌
す
る
に
依
っ
て
定
芝
居
と
た
し
、
延
命
院
の
後
目
地
な

る
小
屋
は
取
段
ち
た
り
と
ぞ
。
共
の
遺
跡
は
今
い
を
冗
寧
の
地
た
り

と
い
へ
り
。
然
る
に
股
薄
以
前
文
久
の
頃
.
金
樺
所
々
に
芝
居
を
興

行
せ
し
頃
バ
文
政
の
遺
跡
に
擦
り
た
り
け
ん
o
延
命
院
の
う
し
ろ
な

る
川
端
に
小
屋
を
建
て
、
僅
か
に
興
行
せ
し
か
ど
、
鹿
憾
三
年
に
此
の
J

地
建
た
る
河
原
を
築
出
し
、
町
地
と
た
し
.
御
影
町
と
名
づ
け
、
町

家
を
遁
々
ー
建
て
、
一
時
繁
昌
せ
し
に
依
っ
て
、
御
影
町
へ
移
縛
し
、

恵
串
和
備
に
ま
飽
寺
を
渡
し
、
金
滞
へ
隠
居
せ
ら
れ
、
庫
川
の
河
原

麓
摩
金
太
夫
が
芝
居
の
有
る
内
に
、
居
屋
敷
二
千
歩
拝
領
せ
ら
れ
.
能

淵
寺
を
建
立
せ
ら
る
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
犀
川
河
原
に
て
芝
居

小
屋
を
建
て
芝
居
を
興
行
せ
し
は
、
是
を
経
織
と
す
。
貞
享
二
年
の
龍

淵
寺
由
来
書
に
、
開
祖
徳
岩
長
老
寛
永
三
年
に
小
松
玉
龍
寺
を
退
院

し
、
翌
四
年
金
津
へ
来
り
、
同
五
年
に
犀
川
河
原
に
て
寺
屋
敷
四
十

問
に
四
十
五
問
奔
領
、
寺
建
立
之
庭
、
御
用
地
陀
被
=
召
上
一
替
地
泉

野
に
て
賜
は
る
。
と
あ
り
て
、
右
河
原
た
る
奮
地
は
‘
法
姑
寺
の
近

漣
た
ら
ん
。
さ
れ
ば
文
政
に
延
命
院
の
尻
地
な
る
河
原
尚
南
船
ザ
し

は
、
寛
永
の
奮
例
に
擦
り
た
る
如
〈
開
ゆ
。

。

公

儀

町

今
高
儀
町
と
書
〈
。
此
の
町
名
は
、
元
秘
九
年
地
子
町
肝
煎
裁
許
附

に
公
儀
町
と
見
b
.
此
の
外
元
総
・
享
保
頃
の
書
札
共
皆
公
儀
町
と

す
。
亀
尾
胞
に
去
ふ
。
公
儀
町
の
地
は
、
中
古
ま
で
寺
地
に
て

.
E

踊
寺
或
は
願
興
寺
左
ど
い
へ
る
寺
院
あ
り
し
を
、
揚
地
と
成
り
、
共

跡
村
井
氏
の
下
邸
等
に
成
り
た
る
を
以
て
、
公
儀
上
グ
地
と
い
ひ
し

を
、
公
儀
の
字
を
惇
り
、
後
に
高
儀
町
と
書
替
へ
た
り
。
と
い
へ
り
。

平
次
按
宇
る
に
・
そ
の
か
み
、
藩
の
用
地
と
て
、
寺
院
等
を
移
蒔
せ
し

金
海
古
蹟
志
巻
廿

一
六

御
影
町
の
芝
居
と
呼
ぺ
り
。
然
る
に
明
治
十
三
年
五
月
廿
八
日
此
の

地
よ
り
出
火
し
、
小
屋
火
災
に
躍
り
け
る
に
依
っ
て
‘
尾
山
紳
祉
の

尻
地
な
る
芝
居
小
屋
を
焼
跡
へ
移
し
、
同
年
よ
り
興
行
す
。
此
の
小

屋
は
元
犀
川
河
上
に
あ
り
し
建
物
也
。

O
犀
川
河
原
俳
優
侮
話

三
筆
記
に
云
ふ
。
薩
摩
磯
之
助
・
金
太
夫
一
類
集
り
、
犀
川
に
浮
瑠

璃
・
あ
や
と
り
初
め
け
り
。
一
雨
年
も
仕
る
内
に
、
四
月
十
四
日
金
津

御
按
火
事
に
、
町
中
も
立
替
り
て
、
犀
川
の
河
原
も
寸
地
も
な
く
屋
敷

に
渡
り
、
芝
居
の
有
る
内
に
龍
淵
寺
へ
二
千
歩
屋
敷
相
渡
り
‘
金
太

夫
は
龍
淵
寺
の
借
屋
し
け
る
蕗
へ
抽
帽
に
参
り
て
、
三
十
日
も
あ
や
と

り
仕
り
‘
共
の
後
温
付
き
退
散
し
、
金
揮
に
あ
や
と
り
の
場
は
止
み

に
け
り
云
々
。
と
あ
り
。
右
四
月
十
四
日
の
火
災
は
、
寛
永
八
年
の

火
災
を
い
へ
り
。
同
記
に
、
寛
永
九
年
三
月
子
小
姓
申
分
出
来
の
僚

に
、
共
前
年
よ
り
金
津
陣
川
に
若
衆
か
ぶ
き
の
座
あ
り
。
共
狂
言
の

は
や
し
物
に
、
は
ん
ま
千
鳥
の
友
呼
ぶ
聾
は
、
ち
り
/
¥
や
ち
り

/
¥
。
如
v
此
は
や
す
事
有
り
け
れ
ば
、
上
下
老
若
聞
き
た
ら
う

τ口

宇
さ
む
。
と
見
b
.
叉
同
九
年
卯
月
今
枝
民
部
家
士
山
本
丸
郎
右
衛

門
蹄
参
の
僚
に
、
共
頃
、
小
松
玉
龍
寺
八
代
徳
岩
史
文
発
和
倫
は
‘

め
、
共
萄
地
を
ば
上
ザ
地
町
・
な
ど
い
へ
る
も
の
多
け
れ
ど
も
、
此
の

地
花
限
り
、
公
儀
上
市
地
と
呼
ぴ
た
り
し
と
は
、
如
何
た
る
由
緒
左

ら
ん
か
。
但
し
元
総
・
事
保
の
頃
ま
で
は
、
藩
侯
の
事
を
ぽ
俗
に
公
儀

と
稀
し
、
幕
府
を
ぽ
大
公
儀
と
呼
ぺ
り
。
故
に
藩
公
の
用
地
と
て
、

町
名
を
公
儀
町
と
呼
ぴ
そ
め
た
る
た
ら
ん
か
。
公
儀
の
字
を
惇
り
、

後
に
高
儀
の
二
字
と
せ
し
も
の
は
、
幕
府
を
樟
り
た
る
也
。
後
に
は

幕
府
を
の
み
公
儀
・
公
法
た
ど
と
呼
ぺ
る
故
怠
る
ぺ
し
。
幕
府
を
公

・
儀
と
呼
ぺ
る
は
、
慶
長
十
六
年
五
月
利
長
卿
遺
誠
書
に
、
公
儀
御
置

目
を
第
一
可
v
守
、
叉
は
公
儀
御
用
等
之
儀
不
v
可
z
由
断
-
た
ど
あ
り
。

但
し
公
儀
・
公
漣
た
ど
い
ふ
は
元
は
朝
廷
を
稀
す
と
い
へ
り
。

。
=
韓
併
善
照
坊

西
波
民
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
営
寺
開
基
、
文
明
九

年
間
飛
石
川
郡
吉
藤
村
に
建
立
、
後
金
滞
へ
出
で
・
今
の
地
に
居
住

仕
o
と
あ
り
て
、
吉
藤
村
は
今
一
冨
ふ
専
光
寺
村
た
り
。
亀
尾
飽
に
云

ふ
0

・
公
儀
町
の
替
照
坊
は
、
原
と
石
川
郡
吉
藤
村
民
専
光
寺
あ
り
し

頃
、
震
に
居
た
り
し
島
、
専
光
寺
と
共
に
金
棒
へ
出
で
、
今
の
地
に

居
す
。
此
の
寺
も
と
は
東
滅
危
り
し
か
芝
、
享
和
年
中
西
誠
に
縛
ぜ

り
。
二
隼
働
と
書
し
た
る
額
あ
る
ゆ
ゑ
に
、
世
に
二
牟
働
を
此
の
道

七




